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乳の社会文化学術研究 研究報告書 



は じ め に 

 

「乳の社会文化ネットワーク」は、乳の利用と酪農乳業の発展に関する社会

的・文化的価値研究を通して、わが国の乳文化の創造に積極的に貢献すること

を目的に、平成 24 年 4 月 8 日設立以降、乳に係る社会的文化的学術研究テーマ

を広く募集し、委託研究を実施しています。 

今回は、初年度にあたる平成 24 年度に実施した委託研究の成果（9 題）を、

乳の社会文化学術研究報告書として取り纏めました。 

この報告書が、関係者皆様のご参考となり、乳に係る社会文化的知見の深耕

及び牛乳乳製品市場の活性化に少しでも寄与できれば幸いに存じます。 

おわりに、本調査研究に鋭意に取り組まれた諸研究者の方々には、心からの

謝意を表します。 

 

乳の社会文化ネットワーク 

代 表 幹 事 和 仁 皓 明 

一般社団法人 Ｊミルク 

会 長 浅 野 茂 太 郎 
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